
準備書面（53）能登半島地震は大間原発の地震想定の欠落を明らかにした

本件原発において、
実効性ある避難計画の策定も
これを実行できる体制の整備も

不可能であること
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原子力災害対策指針は、
地震による家屋の倒壊を考慮していないこと
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２０２４年１月１日 令和６年能登半島地震
M７．６、志賀町で最大震度７を観測

石川県の発表（１月２９日時点）
・死者２３８名
・負傷者１１７９名
・輪島市は行方不明者を「確認中」
（甲F１６３）
・建物被害棟数４４，３８６棟
１月１７日時点では２２，４９５棟、輪
島市や珠洲市、能登町は「多数」とし
か把握できていなかった。（甲F１６４）

（甲F１４４）

（甲F１４５）



4

珠洲市 震度６強 被害棟数４６５２棟（１月２９日時点）（甲F１６３）

令和６年能登半島地震 建物倒壊

珠洲市の泉谷満寿裕市長（１月２日、福井県災害対策本部会議）
「市内の６０００世帯のうち９割が全壊またはほぼ全壊だ」「壊滅的
な被害。建っている家がほとんどない。道路が寸断されており、支
援物資を届けるのが困難だ」（甲F14７）

（甲F152）



5志賀町 震度７ 被害棟数４５３５棟（１月２９日時点） （甲F１５１、甲F１６３）

令和６年能登半島地震 建物倒壊



6穴水町 震度６強 被害棟数２０６３棟（１月２９日時点）（甲F１６３）

令和６年能登半島地震 建物倒壊
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令和６年能登半島地震 建物倒壊

輪島市 震度６強 被害棟数１８８６棟（１月２９日時点）（甲F166）



8輪島市 震度６強 ７階建てビルが根元から横倒し（甲F153、甲F154）

令和６年能登半島地震 建物倒壊



9輪島朝市周辺 大規模火災 （甲F156）

令和６年能登半島地震 火災
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地震から１７日が経過しても、被害の全容を把握できないほど甚
大な被害が発生。

令和６年能登半島地震 建物倒壊
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今回の令和６年能登半島地
震では、発生当日から６日間で
震度５強以上に限っても９回も
の強い揺れが繰り返し襲って
いる（甲F１４６）。

（甲F157）
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地震による原発事故時に屋内退避は不可能

〇原子力災害対策指針
「UPZにおいては、段階的な避難やOILに基づく防護措置を実施す
るまでは屋内退避を原則実施しなければならない。」（甲F１６５・６９頁）
←地震時に屋内退避はできない。
このことは、常識に照らしても明らかであるし、２０１６年４月の熊

本地震でも明らかになっていた。今回の令和６年能登半島地震でも
改めて明らかになった。

原子力規制委員会の山中伸介委員長でさえ、１月１
０日、「屋内退避ができないような状況が発生したの
は事実でございます。」と認めている（甲F160）。

それにもかかわらず、現在まで、地震による家屋
倒壊の場合の避難計画に係る具体的規定の欠如。
自宅での屋内退避を定める原子力災害対策指針の
欠落は明らか。

原子力規制委員会
委員長山中伸介氏
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原子力災害対策指針は、
地震による道路の損壊・寸断を考慮していないこと
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珠洲市 能登の大動脈（国道２４９号線）が土砂崩れによって寸断

（甲F１５８）

令和６年能登半島地震 道路の寸断



15珠洲市 地震によって突き出たマンホール
（甲F１５２）

令和６年能登半島地震 道路の寸断



16輪島市 国道２４７号線
（甲F152）

令和６年能登半島地震 道路の寸断
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穴水町 道路の陥没に車両が落ち込んでしまった事態
（甲F１５２）

令和６年能登半島地震 道路の損壊
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令和６年能登半島地震 道路の寸断

内灘町 震度５弱
（甲F167）
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令和６年能登半島地震 道路の寸断

穴水町 救助等のために被災地へ
向かう車両が渋滞（甲F１５２）

穴水町 道路の損傷個所に積雪
（甲F１６６）
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・国道２４９号線（能登の大動脈・能登半島沿岸を
走る、能登半島唯一の国道）は地震から１週間
経っても複数箇所で寸断したまま
・国道２４９号線の復旧着手は１月４日
・孤立集落の住民（1月11日）３，１２４名（甲F149）

（甲F160）
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